
12月 1除後在
輸入日開，202人(+ム 101)

害時/持，497人
女/49，705人

母役懇数 2l!，544i!1:帯 (+1，283) (内は前年比

審議後続本Ii' 間一1111 嘩つ(t.型f支所 84-8801
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布
陣
院
の
み
な
さ
ま
為
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
八

O
年
の
料
制
緩
を
潟
、
ぇ
、
謹
ん
で
み

主
さ
ま
お
ご
総
務
と
ご
繁
栄
を
心
含
も
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
お
務
総
行
十
周
年
を
滋
え
る
と
と

も
に
、
一
一
一
丹
後
に
は
人
司
が
十
万
人
に
議
す

る
予
定
で
あ
り
，
ま
す
。
ニ
の
総
意
す
べ
き
年

者
一
つ
の
節
目
と
し
‘
十
万
朝
鮮
市
と
し
て
の

基
塗
づ
く
り
を
カ
強
く
お
し
遂
め
て
ま
い
り

あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
@

緩
和
朝
五
十
茸
年
の
牢
禁
に
あ
た
号
、
一
品

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
a

砂
町
年
の
÷
一
書
二
十
五
日
に
静
的
同
行
さ
れ
ま

し
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
新
た
に
還

は
れ
ま
し
た
滞
緩
会
鵠
融
関
践
に
よ
る
初
の
定
取
持

論
会
に
お
き
ま
し
て
も
は
か
ら
ず
も
議
長
に

排
提
訴
T

さ
れ
、
そ
め
饗
睦
械
に
蕊
〈
こ
と
に
な
り
，

ま
し
た
こ
と
は
、
払
の
a珂
仁
余
る
光
栄
で
ご

ぎ
い
ま
す
。

祭

藤

市

辺
市議会議長

越新 )~を

ま
す
。λ

十
年
代
に
お
い
て
、
品
地
方
財
政
は
ま
ず

ま
ず
滋
し
く
な
る
も
の
と
覇
市
わ
れ
ま
す
が
、

索
開
成
法
生
活
的
中
に
盤
か
さ
を
よ
守
強
〈
求

め
る
よ
う
に
紅
る
で
し
ょ
う
。
苛
れ
は
、
下

水
道
、
送
時
舗
、
会
畿
な
ど
の
生
活
環
境
整
僚

に
対
す
る
饗
滋
で
島
せ
、
豊
か
な
人
間
関
係
、

島
る
い
は
寄
り
緩
い
主
化
や
伝
統
へ
の
強
い

糊
関
心
か
ら
で
あ
る
と
患
わ
れ
ま
す
。

釘
怖
は
、
こ
れ
ら
m
山
田
安
世
話
に
ん
跡
、
え
て
い
く
た

め
、
命
線
構
想
を
策
定
し
、
よ
り
多
く
の
市

開
院
に
参
惑
し
て
い
た
だ
き
、
理
組
部
約
な
都
市

像
を
つ
く
ザ
島
げ
て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま

す。
こ
の
機
組
組
H
M
、
本
市
mw
現
況
と
将
来
的
予

測
の
う
え
に
立
っ
て
、
具
体
的
な
方
蹴
棋
を
導

い
て
い
こ
う
と
す
る
も
時
で
あ
り
ま
す
の
で

み
な
さ
ま
の
一
疑
的
ご
議
カ
を
鰯
ワ
ま
す
よ

う
お
短
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
議
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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も
と
よ
り
、
浅
学
繋
才
で
は
ご
ぎ
い
ま
す

が
、
鱗
概
綿
鈍
各
位
の
ご
抽
出
力
に
よ
れ
ワ
‘
内
閣
摘
で

僻
民
主
総
な
議
会
運
営
を
霞
ざ
し
、
中
市
欲
的
権

淡
に
脳
部
A

叩
な
努
力
去
す
る
淡
惑
で
ご
ざ
い
ま

す。
我
甘
開
予
務
も
索
時
叫
務
行
か
ら
十
年
告
を
迎

え
、
我
孫
子
中
市
滋
会
は
、
今
日
ま
で
鳶
炭
の

多
幾
多
機
な
媛
獲
に
答
え
る
べ
く
、
部
品
繁
な

歩
み
を
続
け
て
ま
い
守
ま
し
た
e

し
庁
し
な
が
ら
、
朝
鮮
素
化
が
滋
み
、
人
口

が
急
増
す
る
我
孫
子
治
殺
に
は
も
な
お
幾
多

の
重
要
譲
窓
が
山
積
し
て
お
守
、
こ
れ
ら
の

解
決
に
淳
、
よ
り
一
蹴
閣
の
努
力
を
必
要
と
し
、

議
決
機
糊
端
で
あ
る
市
議
会
的
装
会
診
、
需
品
大

で
島
る
と
綴
議
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
@

つ
き
ま
し
て
は
、
十
万
市
民
的
総
傍
聴
と
エ

炎
を
+
分
尊
重
し
、
お
殺
に
反
映
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
綿
機
械
味
方
的
ご
協
力

を
心
血
庁
、
り
お
願
い
出
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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山

①

綴

さえし言主)

1Ju戦 I'!'二さん(並本}

自分的時鱒を多く持ちた

②安心して事ける滋路蛾惰

平出 騎予定予ん〈ヲ芝ヨ三官1
(j)三FI'l鴻的野鳥を誤べてみ

t.ミ弘、句

母):J~ミ的ステ ン後 :.d省主主

6じ

tニな IJI，よし、@

号訴超党間持を早く淡轄に明

山本 大駒ききん(布役}

亡D*切なニめ 1"字、自 7~に
テ…ゲマをもって鴻ゴした

勘そミ 6

@JOJヲ都市{二胤合コた環地

時間を匂
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+ii主 総書をさきん(下ヶ戸)

①すべてがうまい、くよう

②新Lい伐 材 め 総 設

あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
一
九
八

O
年
の
議
機
げ
で
す
。

的
}
と
し
は
ど
ん
な
件
?

で
し
ょ
う
か
。

市
浅
の
み
な
さ
ん

に
、
こ
と
し
の
夢
在

地
帯
同
っ
て
も
ら
い
ま
し

ムた。

綴i尺綿第さ

の鶴隙になり

己主持者向いつま

しい。

議戸井章Zろん(中黒)

会期売繁盛が俗ですね@

議〉湖北駅町北口内総騰さE考

えて批Lい事

T議日 京子さん・ 1支給ちゃ

ん{湖北合}

くち鵠E務カずな{二より。

三島市災脅総，¥的パヌ、同時開.

f柴崎 華子 í~ ，手ん{余討を，

(j)英会話がてきるように 6

布 f左京高齢仁志文札口を回

i河苦言 はなさえ(中浪)

内権 事二子冬ん{中堅)

(j)今的{上場長に生きがいをも

コている仰で、今年も椅

一部がんば会る。

② 1旦11完全去後Jlfl紋f置を命

報井 カネさん(鵠附)

会韓議

議長流玄台訳までのパス合 a

総本 経蒋ききん{由【1，)

①友人を増やしとい。

号お滋絡会Lt;<Lて枇Lぃ。

省内静?l~ ~ろん{つ< L野}

(j)戦埼約みんなど笑蝿で泊

ごす

む岳斡t¥が謎餓-r"rt::対してほ

L'、会

伊蒔 f忠告ーを考{1'tii友〉
(j)ジ γイアシツが!紛争する

ように。

長会人工主主の合与野球場合勉

問中母子容ん(布披〕

(j)能行を Lt，よい陶

号O1fif.企地区にも総勢総会。

l>j部 主立法令

①野球かも勺

t，之、、。
ぐ 成 田 揮を佼

数を増やし

~純弘子さん l 中陣)

立ち鳴るい良い年であって欲

L'、。

妥当党 í~都市として艶畏して

献しい"

念持浅さん{瞥}

① 日 本 中 平 和 で 、 戦 争 の な

い世の中に g

令市内財政を有効に利府し

ーと住士Lい@

小林妙子さ ん { 湖 北 合 }

(j)部ぎるゃんが早〈事けるよ

う4エ.
②いろいろな機設が近くに

そろっていれば昭和jなん

ですが …・0

i暗迎 ともそ子きん(ヨ宇都〉

(j)i街売轄盛。

<ID純綿子駅前後鎖主義織を鋭

みます固

静E 時 l月158 午前!o雲寺

静会場 i!il宅金銭;1;…ル

炉Eま滋者 主喜f君主4年4月2日告3

ら昭和35年4月1B 

までに生まれた}j

..アトヲクシ議ン 涼f言炎ξ

シャ…プス金7ラット

式人成

517 



..入繁華事 10日c;:号〈主主包密腐〉 沙鱈合t主
か入機券発売詩存 *ffi渓怠館*亡仁 君 &5-'511

見直営*平箆喜雪五日(我孫子製毒c)

@市民会館オ月催物@

保鶴コーナ

情疹((ましか)予防援護 f 一……一

幼児の陣疹〔はしか〉のそ予防

長主憶を伐の医療機関で間宮山二iヲ

いま唱。該当者1吾、1:<;療機閉じ

申ili雲万用意してありますから

重量接申込んでくださいo j長後そ

受ける寒会l手、 E日差とIII子手機

持参してくどさい。

少主主当者 1書室6主1月おうごヨ授

の誕生日まで(N1Jl湾

貫主 J' ，三j~ ilI活 発主主予官級協今お

出 芽"i完?畏子年8此上1i

惨め;邪悪者|様子高級協 61

保引皆知事がtヨ舎特性;誌の葬主体的芯得総

主主語主

事惨事春闘 就航Q在寄3カガら判的3D

fろ

券会襲護 送選1むt全治践をヨン少…

詰不内科医罰|脅l¥子市下ヶ戸1持 i 際問機泌を絞めEヨ擦で行います。

言Z告はiill普及ヲ籾

習えさ怠君議li詩句年務総141-~Jl 

歩主F遣う拭~手官そをよく在費察して、 笹子手

h長1二百日人するようIl~ìガけましょう。

〈綴訪問ではい万でも相談のある

時I;~f切開してくださいJ

E自;子手慌を忘れずに持参してく

b草案巡著書 回開例年7月と10.月生

零時

院予苦害関 午蕊Q符ガら11時彦で

(4) 

都につ4ょがっているようぞす。

惨事事態燦悶 11ヨ23臼まで 色、子供の飛討しtJトNノ任 l~ 普対人の死亡事政で、夜間適iこ

ト耗入浴字詰E翠校:J:現ガありま〕芝ら参

謀めたi'/)険込み惑に言雪き添えてく

j袋入め蓄基革主fおの表のと

おり改互に絞り2ましだ。

ケ紅そ綴報部の恥 j

!nをとはだいへん交透事11JO)多い

まドヱごし ffivヨで発生しZ三事務の

務総若:品、 主事実ヨ患の1場合、 交書芸点的

住居表示実路iこ伴う

といえるむしよう。

予毛て竺警襲さ患の特設まは革誌のと家 j 可

iあげら杓隷?を君。

調査にご協力くだぢい
業4小学校周辺地援の{張緩渡部署をぬってあ

たり君主:凶司蚕を行い法弓のでご1協力ピf立点る

ふうお願いしますロ

砂調査区鏡 i也図のとおり

...謁童華内容 ①t坦繕宝、間際人目)偽ff在、，長人

名、忠主乃の謡蓋〈公i専の議官換え、

f住居番号の{廿譲と土白隠作民~(J)t.きめ〉

惨事毒賓異書館 1月103万ら守防

3，包まで

舞台喜毒室員 我孫;子沿線路まとは

雪量誌業者(fl:j(J)絞霊童三三重量会主2華道

察を遂事害しています〉

京従来の方法を菱重更して、午後

id'まちりまセんのぞ逮蚤してく殺

さl.-¥，浮きEゐガさ宅七号行ってこ

い宮守。鉛兜もいっしょにおい

併コてi畠jgをふらコいている人な

はねてしまっ疋というケースガあ

りさま守口お正}ニjはあ，i'!iを飲的機会

主f空手くおりま守ので、飲んだら単

!こま転らおいのはもちろん、移行溺

も 1分気をつけましょう。

遂豊長考雪と!f;.i'J者ガお互いf主主義し

て、今年こモ交還宇宙空じり主主い王手{ご
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